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報道関係者 各位 
プレスリリース 

2026 年３月９日 
株式会社ＣＢリサーチ 

 
 

（参加無料）薬局経営者様向けウェビナーのおしらせ 
「2026 年度調剤報酬改定から読み解く中小薬局の『大規模化』経営」 

 
高齢者向け住宅を核に地域連携を図り、地域包括ケアシステムの構築を支援する株式会社ＣＢリサーチ（本社：
東京都港区、代表取締役：鎮目 努、以下 当社）は、2026 年３月 11 日（水）・12日（木）19：00～20：00 に、 
薬局経営者様向けの無料ウェビナーを開催いたします。当日は、「2026 年度調剤報酬改定から読み解く中小薬局
の『大規模化』経営」と題し、今後、薬局が取り得る選択肢について今回の改定を踏まえながら解説いたします。 
 

 
 
中小薬局を取り巻く経営環境は、調剤報酬改定や処方元医師の高齢化、さらには大手ドラッグストア企業参入に
よる競争の激化、ＤＸ化の推進など急激に変化しており、その課題は地域・企業ごとに様々です。特に、今年は
２年に一度の調剤報酬改定の年で、今回の改定で薬局には、立地に依存した従来のビジネスモデルからの脱却と、
地域の患者様の健康維持・増進を包括的に支援できる薬局への進化が求められています。 
このような環境下において、自社が地域での役割を果たしていくためには、今後、どのような選択肢を取るべき
なのでしょうか。 
 
本セミナーでは、当社 事業開発支援部 開発支援課 係長の中山 晃成が、今回の改定の概要と中小薬局にもたら
す影響、さらには 2040 年を見据えた地域医療構想※１を踏まえながら、「地域連携」「機能分化」「組織化」をキー
ワードに、今後の中小薬局の「深化」・「大規模化」について解説いたします。 
 
地域医療の一翼を担う薬局経営者様の今後の事業戦略の参考として、是非本セミナーをご活用ください。 
 皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 
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※１．日本の高齢者数がピークに達する 2040 年頃を見据えて、病床の機能分化・連携、さらには外来・在宅医療、介護連携を包括的に推進する 

ことで持続可能な地域医療体制を構築する取り組みです。 

 
■開催概要 
日時 2026 年３月 11日（水）・12日（木）19：00～20：00※２ 
対象 薬局経営に携わる方 
会場 Zoomによるオンライン配信※３ 
参加費 無料 
お申込みURL https://www.cb-ri.co.jp/seminar/260311/ 
お申込み締切日 各回当日 17：00 
※２．各回、同じ内容で開催いたします。 

※３．Zoom のリンクは、当日までにメールにてお知らせいたします。 
 
■講師 
中山 晃成（なかやま・てるまさ） 
株式会社ＣＢリサーチ 事業開発支援部 開発支援課 係長 
 
ブライダル事業会社で店舗支配人として、 提販営業・運営管理・販促企画などに従事。現場責任者として事業運営および企業成長
の基礎を学ぶ。その後、医療・介護事業の新たな事業開発という将来性に惹かれ株式会社ＣＢリサーチに入社。医療業界の中小法
人を中心に、医療ビル開発や介護福祉施設開発など経営の多角化や大規模化を多数支援。 
 
■お問合せ先 
本セミナーに関するお問合せ先 
株式会社ＣＢリサーチ セミナー事務局 
E-MAIL：info-cbr@cb-hd.co.jp TEL：03-6435-8251（平日９：00～18：00）  
 

広報・取材に関するお問合せ先 
株式会社ＣＢホールディングス 経営企画部 広報担当 岩本 
E-MAIL：ml-planning@cb-hd.co.jp TEL：03-6435-8672（平日９：00～18：00） 

以上 


